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日本の次世代リーダー養成塾の概要 

 日本の将来を担う人材育成を目的としたサマースクール 

 全国から毎年１７０人の高校生を選抜 

 アジアから２０名程度を奨学生として無償で招待 

 福岡県など全国の地方自治体と財界がバックアップ 

 福岡県宗像市のグローバルアリーナで２週間実施 

 ２０１４年で１１周年＝卒塾生は１８６２人 

 



日本の次世代リーダー養成塾 
カリキュラム 

 日本や世界を代表する講師による授業と質疑応答 
 

 約２５人１クラスでディスカッション 
 

 協賛企業の精鋭が担任 
 
 「アジア・ハイスクール・サミット」を期間中実施 
  ２０１４年度（第１１回）のテーマは 
 「高校生が考えるアジア未来」 
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一流講師の講義 毎年２５名程度の講師が登壇 

元マレーシア首相 
マハティール・モハマド先生
の講義の様子 



ディスカッション 



クラス担任は企業の精鋭 



アジア・ハイスクール・サミット 



１１年間で１８６２名の卒塾生 



ワールド・ハイスクール・サミット 
観光列車の中で 

 「ワールド・ハイスクール・サミット in トレイン」 

 

 



全国の市町村でホームステイ 

• 外国人２名＋日本人１名のチーム 

• 全国でホームステイ 

• 全国の高校で国際交流 

 



最後に全員集合 
「ワールド・ハイスクール・サミット 発表会」 
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